
Ｇ７レガシー推進事業 【栃木県】

〇男性の非正規労働者の割合24.7％に対し、女性の非正規労働者の割合
は53.1％
〇所定外労働時間の全国平均121時間に対し、本県は137時間
〇女性の有業率において、正規雇用労働者の比率が20代前半をピークに
低下を続ける「Ｌ字カーブ」現象が生じている。
〇県内企業における育児休業制度整備率90.0%に対し、男性の育児休業取
得率は28.7％と、女性の活躍やワーク・ライフ・バランスへの理解が進まず、
男性が育児休業を取得できる環境となっていないと考えられる。

地域の実情と課題

【連携体制】
とちぎ女性活躍応援団
【構成団体】
登録企業（R6末：1,532社）
【運営団体】
栃木県経営者協会、栃木県経済同友会、栃木県商工会議所連合会、栃木県商工会連合会、
栃木県中小企業団体中央会、日本労働組合総連合会栃木県連合会、栃木県医師会、栃木県
看護協会、栃木県社会福祉協議会、栃木県農業協同組合中央会、栃木県農業者懇談会、栃
木県林業振興協会、栃木県建設産業団体連合会、栃木県トラック協会、栃木県自治会連合会
、栃木県女性団体連絡協議会、大学コンソーシアムとちぎ、足利銀行、栃木銀行、下野新聞社
、日本放送協会 宇都宮放送局、栃木労働局、栃木県、栃木県市長会、栃木県町村会、とちぎ
男女共同参画財団

連携団体

個別事業の参加者のアンケート結果を基に、講演・講座に対する希望等を
把握し、今後の事業内容の拡充等を検討する。

今後の課題

・個別事業として実施した女性リーダ育成メンター制度の利用者数20名、
キャリアアップ支援講座参加者数31名といずれも目標値を上回り、日光声
明の課題である女性の経済的自立及び社会全体の意識変容に向けて、
女性管理職の増加及び女性のキャリア形成支援を図ることができた。

・輝くとちぎフォラームにおいてとちぎ女性活躍応援団登録企業だけでなく一
般県民を含め広く参加を呼びかけ、女性活躍に取り組む企業の優良事例
を周知するなどして県全体における機運醸成に繋げることができた。

事業の効果

「G7ジェンダー平等大臣共同声明（日光声明）」の中で取り上げられた課題について、本
県の現状を踏まえ取り組むことで、男女共同参画・女性活躍の推進を加速し、「男女共同
参画先進県とちぎ」の実現を目指す。
【事業目標】
〇女性の就業率：40.0％（R6年度末）【実績：36.3％】
【事業KPI（各事業参加者数）】
〇とちぎ女性リーダー育成メンター制度の利用者数：14名（R6年度末）【実績：20名】
〇女性のキャリアアップ支援講座の受講者数：30名（R6年度末） 【実績：31名】
〇輝くとちぎフォーラムの参加者数：500名（R6年度末） 【実績：300名】

目的・目標

○「日光声明」の課題の１つの女性の経済的自立に向け、企業等において
管理職を目指す女性に対する社外メンターの指導による管理職としての
スキルアップや昇進意欲の醸成等を行う。

〇企業等で活躍が期待される女性の能力開発・意識改革の機会を提供す
る講座を実施し、企業等における女性活躍を推進する。

〇「とちぎ女性活躍応援団」の登録企業・団体が一堂に会する交流会を実
施し、当該応援団の活性化による、県全体でのさらなる男女共同参画・女
性活躍の推進に係る機運の醸成を図る。

事業の特徴

個別事業費 ６，７３７ 千円

交付金額 ２，６３１ 千円

事業番号 ４



Ｇ７レガシー推進事業

事業の概要

女性のキャリアアップ支援

とちぎの女性リーダー育成
メンター制度

管理職等候補の女性社員等（メンティー）と職場や職域を超え、メ
ンティーの不安解消やキャリアプランの気づきの手助け等を行う、
社外の管理職等の女性（メンター）をマッチング

女性のキャリアアップ支援講座
企業等から推薦された管理職への登用が期待されている働く女性を
対象に、能力開発や意識改革につながる研修等を開催

輝くとちぎフォーラム

男女共同参画・女性活躍の推進のための県全体でのさらなる機運醸成に向
けたフォーラムの開催

【対象】

「とちぎ女性活躍応援団」登録企業や県内の学生、一般県民等

【内容】

・男女生き活き企業表彰【事業番号82と連携】

・表彰式壇上での表彰企業の取組や成果等についての知事との意見交換

・県内中・高生による男女共同参画・女性活躍に係る探究成果の発表

・基調講演
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